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1問題設定
　昭和43年『少年ジャンプ』が創刊された。週刊少年漫画誌のマーケットは
昭和32年の『少年マガジン』と『少年サンデー』の創刊により創造されてい
た。9年遅れて参入した『少年ジャンプ』は「ジャンプ方式」と呼ばれる生
産管理・人事管理と販売管理により部数を驚異的に伸ばした。本論文では，
週刊少年ジャンプはなぜ売れ続けているのかを経営学的に分析することをそ
の狙いとしている。
　分析に用いる中核的概念は「情報」であり，その際，「価値情報」，　「事
実情報」の2つの区分がポイントである。
　分析は，『少年ジャンプ』も含めた週刊少年漫画誌に関する活字データ及
び少年ジャンプ初代編集長　長野規氏（現専務）に対するパーソナル・イン
タビューを素材にして行なわれる。活字データとインタビューは，用いた箇
所で（　）に入れて明記した。
2　驚異的な売れ行き
　『少年マガジン』，『少年サンデー』という先行誌が優越的地位を築いて
いた週刊少年漫画市場に9年遅れて参入した『少年ジャンプ』は，既存の有
名作家を確保できず，他誌より20円高い90円定価で隔週でスタートし，初版
10万5千部であった（〔2〕245ページ）。
　創刊時には，内容を読み切り漫画のみに限定し，読み物その他は載せない
スタイルにし，「1円当たりの漫画のページ数は一番多い」ということが差
別的訴求ポイントであった（〔11〕）。
　しかし「ジャンプ方式」（〔7〕）とよばれるマネジメント・システムの
創造により，同誌は115万2千部（1970年年末最終号，代表作「ハレンチ学
園」，「男一匹がきがき大将」），　210万部（1977年年末最終号，代表作
「サーキットの狼」），340万5千部（1979年最終号，代表作「リングにか
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けろ」），403万部（1984年末最終号，代表作「Dr．スランプ」，「キン肉
マン」，「キャプテン翼」，「北斗の拳」），485万部（1987年年末最終号，
代表作「聖闘士聖矢」，「ドラゴンボール」）（〔4〕）と記録を次々に塗
り替え，1990年末の新年号で発行部数600万部を超え，1991年6月現在570万
部がコンスタントに売れており雑誌中断トツの売れ行きである（〔7〕）。
返品率も85年で1～2％（〔2〕241ページ），88年で2～5％（〔4〕〉，
或いは3％前後で週刊誌の平均返本率17～18％よりも格段に小さい（〔1〕
143ページ）Q（注1）（注2〉（注3）
　1988年度に『少年ジャンプ』の発売元である集英社は，『少年ジャンプ』
とその連載をまとめた単行本（コミック）を含めて毎月10億円の利益を上げ，
出版界最高の収益率を上げている。（〔1〕137ページ）。1991年6月現在，
少年漫画誌2位の『少年マガジン』が約250万部である（〔7〕）事実から
『少年ジャンプ』の際立った成功が看取される。
3　少年ジャンプはなぜ売れ続けるのか。
　一ジャンプ方式の経営学的分析一
3－1情報メディアとしての週刊少年漫画の製品特性
　少年漫画週刊誌という製品は，漫画家によって創造される，特定のキャラ
クターの絵とセリフによって展開されるストーリーという「情報」を10数編
複合させて複合商品として毎週提供される活字メディアである。同一の商品
名（『少年ジャンプ』等）で毎週市場にだされるが，原則として連続物の複
合製品（連載作品群）は毎週新しいストーリーで展開されるという仕方で毎
号「新製品」が提供される。極めてライフ・サイクルの短い製品であると言
えようQ（注4）
　漫画家は，ideaを生み出しstoryを構成し，name（せりふ）を考え，主
要部分の絵を描き完成させていく「職人型知識労働者」と言えよう。週刊漫
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画誌の誕生とともに漫画家とアシスタントによる「分業的協働」生産が一般
化したと思われる。（注5）
3－2　　ジャンプ方式
3－2－1基本コンセプトの創造
　『少年ジャンプ』という製品は，創刊時の読者アンケートを基に，掲載さ
れる漫画の有する共通の価値観として「友情・努力・勝利」を原則としてい
ることは有名な事実である（〔2〕243ページ，〔4〕，〔7〕）。（注6）このこ
とはマーケットリサーチによる「読者二一ズ」の発見を意味していた。（注7）
『少年ジャンプ』以前の漫画ではストーリーを貰く価値観の選択は漫画家の
主観的意志決定に委ねられていたのであり，どんな作品を作るかを漫画家に
任せた「委託生産」であったと言えよう。『少年ジャンプ』の登場により読
者二一ズを予め盛り込んだ形での漫画家に対する「注文生産」に近い方式に
変化したと言えよう。（注8）
　友情・努力・勝利という読者二一ズを盛り込んだ『少年ジャンプ』は，創
刊当初は先行誌より3・4才低い小学生4・5年生から中学3年生を「顧客
層」として設定した。同誌は10数本の掲載漫画の対象顧客層を読者の成長と
ともに上手に高年齢にまで拡大することに成功してきた。（注9）
　『少年ジャンプ』は，男子の小・中・高校生を中心顧客層にして設定し，
友情・努力・勝利というテーマを盛り込んだ作品を読みたいという読者二一
ズに対応しうる漫画を『少年ジャンプ』独自の生産管理・人事管理・販売管
理方式で生産するという基本コンセプトを有していた。
3－2－2人事管理一人的資源の調達と企業内教育システムー
　先行誌に既存の有力作家を確保されていた『少年ジャンプ』は，業界初の
新人漫画家の自社育成のシステムを作った。昭和43年の創刊3ヶ月目に「新
人漫画賞」である手塚賞・赤塚賞（賞金100万円）の制度を設け，一種の新
人オーディションを行い，将来性のありそうな新人を東京に呼び寄せ生活費
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を奨学金名目で提供し，編集部員の指導の下で漫画を画くトレーニングを受
けさせた（〔1〕143ページ，〔3〕，　〔4〕）。企業で言えば新入社員を対
象とする経営理念教育と技能修得教育がO　J　Tでなされることとなる。　『少
年ジャンプ』の掲げる友情・努力・勝利のテーマで漫画が画けるようにデビュー
前教育が行われたということができよう。
　友情・努力・勝利という「価値観」は，創造的情報生産プロセスとしての
漫画生産に必ずインプットされるべき「価値情報」を意味している。この価
値情報を注入されることにより，『少年ジャンプ』に掲載される全作品に共
通の製品属性が与えられ，内的に統合された複合製品になると言えよう。（注lo〉
3－2－3生産管理一編集者との共同的情報生産システムー
　『少年ジャンプ』誌に掲載される漫画が，漫画家の個人的能力による職人
的個人的情報生産から，編集担当者の命じる書き直しに応じる形で共同的情
報生産へと変化したことは有名な事実であり，「Dr．スランプ」で人気者と
なった鳥山明が掲載前50回，500枚の書き直しを命じられ，主人公を「アラ
レちゃん」に変更したというのは「ジャンプ神話」となっている（〔1〕
143ページ，〔2〕249ページ，〔3〕27ページ）。　この漫画生産の革新と言
える共同生産方式は，漫画家と編集担当者との問にツーウェイコミュニケー
ションが行われ，「情報のキャッチボール」が繰り返されることにより製品
の潜在的価値が上昇し，毎号ほほ均質な製品が生産され，読者二一ズを満足
させるべく「微調整型製品革新」が意識的に行われるシステムであると言え
よう。（注11）（注12）
　製品改善の為に編集担当者力鰻画家に提供する情報には，彼の個人的体験，
勘や経験に基づく「個人的情報」と，少年ジャンプ編集部内で共有されてい
る「組織的情報」の2種を区別できると思われる。ここで「組織的情報」と
呼ぶものは，毎週10万通前後返送されてくる「読者アンケート」によって収
集される子供達の世界の全体像（子供達の物の考え方，行動様式，子供をと
りまく状況全体）に関する膨大な「事実情報」の累積である。　（〔11〕）こ
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の事実情報により編集担当者は，漫画家の作品を細かくチェックし，リアリ
ティを高め，読者の納得と共感とを得やすい製品へと進化させるのだと言え
よう。
3－2－4販売管理一読者アンケート調査と読者満足一
　『少年ジャンプ』という製品が常に「読者満足（reader’s　satisfaction）」
を与え，反復的購買行動を引き起こすべく，綿密な「読者アンケート」によ
る読者満足の調査を行い，不評漫画を切捨てていくシステムを採用している
ことも有名な事実である。10万通前後戻ってくる葉書から千通を集計し連載
中止を決定するシステムは読者と出版社とのツーウェイコミュニケーション
を意味していた（〔2〕249ページ，　〔4〕，　〔7〕）。（注13）（注14）
　読者アンケートは，3－2－3で述べたような子供の世界の全体像を明ら
かにする「事実情報」を収集するという目的を一方で有すると同時に，掲載
作品が面白いか面白くないかという読者の評価という「価値情報」の収集を
も，もうひとつの目的としているということができよう。（注13）
　自由に連載を中止できるのは，先述のような新人漫画家の内部育成システ
ムにより多数の層の厚い漫画家が潜在的連載漫画の生産者として控えている
からである。この激しい顔の見える内部競争のメカニズムにより，読者満足
を与える作品を生産する強いモティベーションが与えられることになる。
4　結　　情報と共感のマネジメント
　漫画制作を一種の「創造的情報生産」のプロセスと考えた場合，『少年ジャ
ンプ』は3種のイノベーションを行った「企業家精神」溢れる雑誌と言うこ
とができる。イノベーションを起こしたのは初代編集長長野規であった。氏
は先行誌の強みと弱みを分析し，有力作家を囲いこまれていたという自雑誌
の人的資源の弱みを強みへと転化させることに成功した「戦略発想」の持主
であった。作家がいないならば作り出せば良いと，新人漫画家を企業内教育
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により育成した。従来の個人的努力と偶然の中から誕生していた漫画家を，
友情・努力・勝利という「理念教育」と作画の「技能教育」とを併せて行う
ことを通して「計画的に量産する」ことに成功した。
　さらに漫画家個人の感性と経験に基づく職人的情報生産プロセスを，漫画
家と編集担当者との間で「情報のキャッチボール」を繰り返すことにより
「微調整型の製品革新」を積み重ねて行われる，「分業による協働」のプロ
ダクションシステムとは異なる，「共同的情報生産プロセス」へと変化させた
と言える。編集担当者はもう一人の漫画家なのである。
　毎週新製品を市場に送り出し，その読者満足度を客観的に数量化すること
により，読者と雑誌との間にtwo－way　communicationが成立し，情報のキャッ
チボールが行われている。読者満足度を絶えず調査し「死に筋」漫画の発見
と切捨てと新作品の投入とは，セブン・イレブンのP　O　Sシステムによる商
品管理と同じ思考だと言えよう。（注15）
　『少年ジャンプ』誌は，勘と経験に支配されていた漫画の世界に，近代的
な「マネジメント思考」を初めて導入したと言えよう。そのマネジメント思
考を一言で表現すれば「情報と共感のマネジメント」と言うことができよう。
掲載される全作品に共通に貫かれる，友情・努力・勝利という「価値情報」
により製品の本質的属性が規定されることとなり，他の週刊少年漫画誌との
差別化の最大のポイントが形成される。この理念はデビュー前教育により学
習され，デビュー後の編集担当者との作品の共同生産過程で強化学習される
と言えよう。換言すれば「企業文化」によるマネジメントということができ
よう。（注16）
　友情・努力・勝利という価値情報は，集英社編集部により主観的に定義さ
れたものであるが，それが，読者アンケートにより発見されているものであ
り，読者によって強く支持されている。即ち「価値のコンセンサス」が，企
業と顧客の問に成立し，それが読者の少年ジャンプの作品への「共感」を生
み出すことになると解せられる。（注17）
　編集担当者は，読者アンケートを媒体とした「事実情報」を共有し，漫画
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家の個々の作品の「絶え間ない改善」に協力し製品を進化させていくと言え
よう。
　改善は，漫画家の持っている子供の生活全体のイメージと現実の子供達の
住んでいる世界についての子供達の持っているイメージとのギャップを埋め，
「情報の非対称性」を克服する努力であり，その結果作品に対する読者の
「共感」を高めることが可能になると解せられる。
　読者アンケートによる作品評価，読者満足度という「価値情報」は，漫画
製品の生産継続か打切りかの意志決定の為の紛れのない基準を提供すること
になる。読者の評価をストレートに反映した誌面構成は読者の「共感」を大
いに高めると解せられる。
　3種の情報によるマネジメントを通して，読者の共感が追求され，言葉の
真の意昧における「顧客志向的」な創造的情報生産が可能となったと言って
よいであろう。
〔lii難1馨慨〕
（付記）
　本稿の執筆にあたり，長野規専務（少年ジャンプ初代編集長）には，ご多忙の中長時間
のインタビューで貴重なお話を聞かせて頂きました。記して心から深謝致します。また広
報室長鈴木碕夫氏には種々ご高配賜りました。記して感謝致します。
　本稿は「柳川研究室discussion　paper　No．2（1992年1月）」として，まず執筆され，
それを予め読んでいただいてから長野氏にインタビューを行い，加筆修正して成立したも
のである。
　本稿のワープロによる清書に関しては，本学事務局諸星ノリ子氏の助力を得た。記して
深謝致します。
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（注1）1984年当時筆者が，「セブン・イレブン」の店頭観察を行っていた時の体験によ
　　れば，朝7：00の開店直後に『少年ジャンプ』の最新号が運び込まれると，荷ほどき
　　が済むのを待ちかねて購入する小・中学生の多さは驚くべきことであり，夕方には
　　他誌は残っているが，早々に売り切れてしまい，売れ行きはすさまじかった。
（注2）子供社会に与える『少年ジャンプ』の影響が極めて大きいことは，「子ども調査
　　研究所」が行った首都圏の小学生男女400人を対象とした，テレビ番組・漫画・タ
　　レント・雑誌に対する興味調査が明らかにしている（〔6〕）。
（注3）　J　R各駅のコンビニエンス・ストアである「キヨスク」での雑誌の売上調査によ
　　れば，ベスト10のうち，売れ行きNo1は『週刊少年ジャンプ』であり，約5冊に1
　　冊の割合であった。
q週刊ボスト』（’」輔
　　樋刊文響」（文芸春秋》
　　　　聯控石』（光文社）
　　　　　　　『フラッシュ」（光瑚
　　　　　　　　　　『ヤングジャンプ』
　　　　　　　聯．鋸　　　　（集英社）爆翼馨難
　　　　　二郷P博、13講
藩禽．σ’灘遵
　　ヤサ　　　いゆもる　　　　　　　　　　　　サ　　　　　き　　　・瀞，　　　　　　　　耽鎚
　　　　　　　　　町週刊少年マガジン」
　　　　　　　　　　　　（講談社）　　　　　r週刊ビッグコミック　　　　　’スピリツツ，ω撃鱈）
　　『週刊モーニング』（錆談社）
「フライデー」（講談社》
〈（注）91年11月の東日本
キヨスク12支店の売上高を
合計。構成比はベスト10の
合計を100とした
（出所：日経流通新聞、
　　　1992年2月22日）
（注4）　一度市場に出される週刊漫画誌は売り切ってしまうが，一冊を構成する個々の製
　　品は同一タイトルの下で単行本（コミック）にまとめられ，再び販売されることに
　　なる。毎号彩しい新製品が投入されながら，既存商品は陳腐化のスピードが遅いも
　　う一つのコミック・マーケットに再参入すると言うことができよう。
（注5）漫画の生産システムは，ジャンプ方式即ち漫画家と編集担当者による共同的情報
　　生産システム以前は，次の3つの方式があったと思われる。
　　①全生産過程を漫画家個人が行う職人的生産システム
　　　このシステムの概要は次のものに活き活きと描かれている。
　　　藤子不二雄，1977年，　『二人で少年漫画ばかり描いてきた一戦後児童漫画私史一』
　　　毎日新聞社。
　　　藤子不二雄，1986～1987年，『愛蔵版まんが道』全4巻，中央公論社。
　　　手塚治虫，1979年，『ぼくはマンガ家　手塚治虫自伝・1』，大和書房。
　　　石森章太郎，1986年，『トキワ荘の青春　ぼくの漫画家修業時代』，講談社文庫。
一135一
柳川　高行
　　　里中満智子，1987年，『里中満智子のマンガ入門』，光文社。
　　　みつはしちかこ，1991年，『小さな恋のものがたり・うちあけ話』，立風書房。
　　②生産過程の内，アイディア・ストーリー，作画の重要部分を漫画家本人が行い，
　　　作画の大部分を複数のアシスタントが手伝う分業的協働生産システム。このシス
　　　テムの簡単な紹介としては，次を参照のこと。
　　　赤塚不二夫，1984年，『笑わずに生きるなんて一ぼくの自叙伝一』，中央公論社。
　　③生産過程を原作者と漫画家プラスアシスタント集団で行なう分業的協働生産シス
　　　テム。このシステムの典型例は「さいとう・プロ」による劇画「ゴルゴ13」（『ビ
　　　　ッグコミック』連載）である。このことに関しては，次を参照のこと。
　　　副田義也，1977年，『遊びの社会学一ニュージェネレーション研究一』日本工業
　　　新聞社。「ゴルゴ13はどう制作されているか一さいとう・プロダクション小論
　　　一」，66～80ページ。
（注6）　「友情・努力・勝利」というテーマに絞り込んだ漫画のみを掲載する『少年ジャ
　　　ンプ』を，長野規は「おにぎりしか売らない食べ物屋」に讐えた（〔11〕）。
（注7）同誌が「マーケット・リサーチ」の手法を利用したのは，長野の個人的嗜好によ
　　るところが大きい。彼は『少年ジャンプ』創刊以前よりマーケット・リサーチに強
　　い関心を寄せており，石川弘義成城大学教授との個人的親交の中で学習を重ねてい
　　た（〔11〕）。
（注8）競争誌『少年サンデー』が「ラブ．コメ路線」（代表作「タッチ」，「うる星や
　　つら」）で1980，1981年頃に『少年ジャンプ』との差を縮めたことがあったが，ジ
　　ャンプはラブ・コメには手を出さず，友情・努力・勝利の原則を貫いた（〔2〕243
　　ページ，〔4〕）。
（注9）　『少年ジャンプ』の中心読者層は，小・中・高生であるが，上限は40才位のサラ
　　　リーマンであり，アンケート調査の2割近くは「お父さんも読んでいる」と答えて
　　いる（〔7〕）。
　　ただし『少年ジャンプ』が200万部を超え（1978年），オバケ化し400万部を超えて
　　　（1984年）大成功したのは，最初から「小学生」を「コア・ターゲット」とし続け
　　たことに求められる。1980年代に『少年サンデー』，『マガジン』が「ラブ・コメ」
　　　をモチーフにして大躍進をとげた時期においても，ジャンプ誌は小学生読者をコア
　　　・ターゲットとする編集方針を堅持した。このことに関しては，文献〔10〕を参照
　　のこと。
（注10）本稿における「価値情報」と「事実情報」の概念は，サイモンによる意思決定前
　　提を「価値前提（value　premises）と「事実前提（factual　premises〉」とに分ける
　　思考から示唆を受けた。サイモンの概念については，次を参照した。
　　占部都美，1974年，『近代組織論1　バーナード＝サイモン』，白桃書房，第6章
　　第3節「決定前提の概念」，145－151ページ。
　　H．A．Si血on〔1965〕は，“factualproposition”と“ethicalproposition”という表
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　　現も用いている。
　　H．A．Simon，1965，∠44煽痂s孟γα伽εB6肱わ¢o鴬AFreePressPaperback，Chp3，
　　Fact　and　Value　in　decision－making，pp．45－60．
（注11）　漫画家の描いた初稿は，編集部内では「下絵」とよばれており（〔11〕），編集
　　担当者と漫画家が協議を繰り返して「改善の積み重ね（constant　improvement）」
　　を行っていく。改善，constant　improvementは，日本の代表的製造業の生産現場
　　で，日常的になされている行動様式であり，『少年ジャンプ』では，この行動様式
　　を情報生産に適用したと言うことができよう。
（注12）　「情報のキャッチボール」という表現は，次の講演に基づいている。
　　　榊原清則，1992年，「組織，情報，コミュニケーション」，『白鴎ビジネスレビ
　　ュー』，第1巻第1号，121～133ページ，特に132ページ。
（注13）読者アンケート調査に基づく打切りの恐怖をある漫画家は次のように述べている。
　　　「退陣恐怖症，通称最終回恐怖症　治療法はまだ発見されていない　フロに入る時
　　問も節約し　コーヒーをがぶ飲みし不規則な食事をとって睡眠時間をへらして
　　死にものぐるいでペンをにぎって予防に努める。」（出所：徳弘正也，1985年，『シ
　　ェイプアップ乱』，Vo1．5，集英社ジャンプ・コミックス，44ページ）
（注14）参考の為に創刊号の読者アンケートと最近号のそれを次に示しておくことにする。
　　　　　　　　　　　　図1．創刊号の読者アンケート
□
???????????????? ッ???﹇??? 「? ?ャ ?」 ?? ??
懸
??????????????????????????????????????（?）?（?）?（》 （??????????????????? ?????????? ょ???
しめねム　　　　　　　　　ぐりひムごら　　　あらじもしり
少年ジャンプ（創刊号）・愛読者アンケート
☆歩葦ジャンブをお責いになった莇磯差美撃納
（1彦赫ピがよかうたから　‘2｝ぜんぷ澄直iだから　（紛ぜんぷ謎葡だかり
（情翫たから　（5灘がもって吹均・ら〔61そ碗
☆舞ジャンブの繍嘉、なん柚り乱たか。
11麓　　僚ラ！　（3騰殉ク観
ωお難から醸碗（　　　　　　　1
☆霧責っている輪の鵬をあげてくださ㌧・．
週刊誌（　　　　　）月刊誌（　　　　　　ン
☆　少年ジャンプ創刊号の中で面自かった漫画二つ。
　。48p　　　。40p　　　■32p　　　●24p　　　－16p
ご住所 鰯便書号（　　　　）
お名前 年令　　　　歳
学校名 雑覆　　年　組
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図2 1992年7号の読者アンケート
郵　便　は　が　き
119　66
東京都千代田区一ッ橋
2一・5－10　　集英社
少年ジヤン7纏集郁
週刊少年…ジャンフ騎7号
塞さなんてふきとばせ！冬潤喫〃
ウインターギアフレゼント係
☆鞘r舜恥ンプ』群虜の串で、焼しろかったもの
　三つにO印をつけて下さい。
｛1洪よ，備くノて2流影歩妥（3）ノヨノヨの翻1な搬
（4鯵謙一繍とゆかい碑簡たち一（5）ろくでなしB7ガゴE民s
　（6）まじかる☆タルる一トくん　（7）顧毒曽蔭凶ランブランプ
（8漏ンヤングルの釜暑ターちゃん9（9）D協6σ牌露直
　（10）籍の簾茨一曇のかなたに一　（1DS篤L，A㌔　D㌔∫’N，K　（12）蓑畿
（13）ペナントレースやま燃いちの呑螢（1‘）ノヤンプ麗窟
（15羨麗競BプU長A“Y（翼6）翅葡灘罷鵬爵蝕♪べ・の畿
（・肱螺畷＝ンu8）こ勃繊虐購鄭箪藻潴離．，
（19泌☆遊☆白書（20）D』AGO’N　QUEST一ダイの大冒陵一
（21）やぱい〃（22）7アミコン鼓蓋茎鮭箇
住所〒
電腰書号5
氏賓 年欝　　　　　学年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ”凄7
☆今週号に掲載された、橿耳ノボル先生の『やぱいグ』に
　ついてお聞きします。
●血ん滋秘どうでしたか？
踏　　変面白かった②まあまあ面白かった③あまり面自くなかった　　しら　　白くなかった・二の撒漉繭珈どうでしたか？鰭つでも）
　①号箪だ（魂だ（薩わっている　④平覧だ　⑤キレイだ⑥樗い
　⑦カノコいい　③カノコ慧い⑨薪しい⑳苦くさい⑪逼男がある
　磯芳がない　⑬その彪（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　●主人公のアチャコについて、どう忌いましたか？（いくつでも）
　①面白い　②っまり牡⊇③変わっている　④平凡だ⑤マ！メだ
⑥心ざりている⑦利口だ⑧パカだ⑨かわいい⑩かわいくない
　⑪その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　●図自かったコマはど二ですか？
　（　　　　　　）ぺ一ノの（　　　　　　）コマめ
　●今後、帽耳ノボル先生の作晶をどのような形で驚みたいですか？
　①翼繋で箏みたい　②ときζき本誌で読切作品を読みたい
　③増刊で読みたい④その他（　　　　　　　　　　　　　　）
☆オリンビックにっいてお聞きします。
　●キミはオ’リンピソクに闘心がありますか？
　①姦て良ゑる②まゑまあ糞る璽あまりない④釜≦なと1．、
　●上の翼聞で艇）と笛えた方にお屠きしますoどの賦技に注目してい
　蓼すか？（いくつでも｝
①齪②織③ウエ朴1’フティ！グ④徐藻⑤バドミ／レ
　⑥柔遭⑦フェン！！グ⑧ポクンング⑨レスリング⑩自転車
⑪旋トカ処繭睾⑬ア嵯エト⑭サノカー⑮テ訊
　⑯パスケノトボール⑰パレーポール⑱鰐⑲ホノケー⑳舜藻
⑳・ンどボール⑫覇離為誌磁嫁⑳ヨ・ト
⑳孟？他（　に“49＾　　　七　　　　一し，、，‘　　　　　）
　●上配のうち日零が愈メダルを獲れそうだと息う賦舷はどれですか？
綱で献して篇い。（いくつでも）（　　　　　）
　●キミが注目している還亭・5さ撮している潮陣を敬えて下きいo
　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　》
図3 1992年18号の読者アンケート
郵　便　は　が　き
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東京都手代田区一ッ橋
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少年ジャンフ編集都
週刊少年ジャンブ第18号
　笛目が絶好調〃
　スイスイ人生まっレぐら47プレゼント保
☆遇判r少年ジャンブ』第18号の中で．おもしろかったもの
識盟議欝ンダ．の鮒撒『，，，繊
⑥華勧鎚卿猷弓一タベア（4）ノヨノ5婚翫骸
1羅畿號轟繍二あ臨ま騰瓠窟る5も般
　‘9）麗氏　〔10》絵7マングルの笠署夕一ちゃんO
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住断〒
電蔭看号
魯
氏毛 年騰　　　　　掌年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ73き
☆猫から観った覇繊嶋蜀μ争笛クマさんタータ・ペ
　ア』についてお聞きします。
　○一響誌旨かったコマとセリ7を厳えて辛亭い。（いくっでも）
　　コマ　（　　　　｝Pの（　　　　1コマ目
　　セリ7（　　　　）Pの（　　　　》コマ目の
　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）のセリフ●釜燧のタ＿夕．ベア繍執鉾ミはどう嵐・ま鵬鯉筆の監
　蕎でモれぞれ馨えて筆きい。（いくつでも》
①かわい乞こ②かわいくない③轟が’④情甑い，⑤かっこいい
　⑥力鴇こ撃い⑦おとウしい⑧騒がしい⑨好感が萱てる
⑩騨が持てない⑪苦い⑫翫い⑬萌るい⑭藷い
罐な翫繍もしい⑰齢哲いがむし・蝉畑ある
鞍くびょうだ⑳ずるい⑳蹴だ吻嘆ってしわ
磯え斡蝋しみが敵る蝋しみが轟てもい
　⑳その他（　　　　　　　　　｝
　タータ・ベア（　　　　　　　）菊革在（　　　　　　　　　）
●樋、タ＿外ペア繍靴の以に荷巻してほ“・ですか？（い
　《つでも》
　①そのとき寵蒋している二とをネタにしてギャグをやってほしい
¢マポ誌殉轄罵が霊∫≦る群砧撫グ勲タが薪
　兵器や新発明をくりだして、菊干代の夢をかなえる　④宿敵のいじめ
　っ手や慧署と寿渓する　⑤箪談のクラスを峯芯にして圭セ天が落踊する
⑥タ＿タの繊や舳が鶴してにぎやかに繭する⑦猷がイヤ
　ミな莞笙と鰐渓する　⑧その価（　　　　　　　　　　　）
☆ゲニ鱒の9D・ムシス弘についてお齢墜す・
　●C　Dロムを処ってい2すか？　①はい　②いいえ　③持っている
・諮“ム楠っひ鮒キ｝はお貼奮薮い・鷲裡
　①はい②いい丸③高くて買えない④欲しいソフトが出れぱ
●ε古。ムで由してほいツ7陸鞍えて筆きい（いくつでも》
　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　●串ミが諮。ム蔽い・ヨ描は？（い《つでも）
①梅でよりすごいソフトが鹸うだから②逢が猷い繕顧い
　から（鱗までより萎くソフトを費えそうだか隔④ゲームだけでな
　く音楽や咳腺を楽しめそうだから　⑤自分のほしいソ7トカ‘出そうだ
　から　（蒔までのゲーム機になかった廉罷が藁しめそうだから
⑦その危（　　　　　　　　　　　　　　）
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（注15）セブン・イレブンのP　O　Sシステムの内容と，その本質的機能が「品揃えの無限
　　持続的改善活動」の為の情報提供であることに関しては，次の論文を参照のこと。
　　柳川高行，1990年，「流通革命と新流通革命一スーパーマーケットとコンビニエン
　　　スストアの本質一」『白鴎大学論集』，第5巻第1号，27～46ページ。
（注16）　「企業文化（corporate　culture）に関する筆者の見解については，次の論文を参
　　照のこと。
　　柳川高行，1992年，「企業文化の理論的・実証的研究」，『白鴎ビジネスレビュー』，
　　第1巻第1号，25～56ページ。
（注17）　「価値のコンセンサス（value　consensus）」という概念は，「ドメイン・コンセ
　　　ンサス」の概念に示唆を得たものである。ドメイン・コンセンサスに関しては，次
　　　を参照のこと。
　　榊原清則，1992年，「ドメインー企業の存在領域」，『組織科学』，Vol．25，No
　　　3，55～62ページ。
引用参照文献・資料
〔1〕「株式会社集英社　超ドル箱『週刊少年ジャンプ』を生んだ新人育成制度」，寺本
　　　義也，1988年，『日本の組織　第10巻　メディアとソフトウェアの組織』，第一法
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〔4〕「FRONT－PAGE　EXPRESS発行部数485万部の少年マンガ誌「ジャンプ」を取り
　　　巻く700億円産業」，　『週刊朝日』，1988年2月26日号。
！5〕「日本人はユニークか　第4回漫画」，『A　E　R　A』，1990年6月12日号，29～65
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